
　香港を拠点とするジュエリー企業
「周大福」は、強くデジタルトランス
フォーメーション（DX）を推進する企
業としても知られ、様々な最先端テクノ
ロジーやデジタルソリューションを商
品、物流、そして店頭エクスペリエンス
に導入し続けている。
　パンデミック発生以降、消費者の流
動性は大きく低下し、ジュエリーをはじ
めとするラグジュアリー分野においては
新たな顧客の獲得が急務となり、小売
業のあり方に変化を促した。
　消費者のニーズをどのように促し、
満たすかという課題への取り組みは、
様々な面で企業に今までのやり方から
の変化を強要するものとなっている。
　このような状況の中、ジュエリー業
界大手である周大福がどのようなソ
リューションを取り入れているのかに
注目してみたい。

接客トレイのアップデート

　ほとんどのジュエリーショップや時
計店では接客の際に「接客トレイ」や
「接客盆」などと呼ばれる布や合皮張

りのトレイを使用し、ショーケースから
取り出した商品をその上に置いて消費
者の目の前で見せる。
　この接客トレイの改善は、周大福が
取り組んだジュエリー小売のアップ
デートの一つの鍵になる。
　担当者は「実店舗による小売パ
フォーマンスの測定は長年、販売結果
に依存しており、商品の購入決定にあ
る背後の理由に関してはわからないま
までした。大多数のブランドは販売
データを集積して整理し、経験値や市
場調査データなどを組み合わせて総
合的に判断し、商品戦略を立てるしか
ありませんでした。消費者が商品を決
定する上で何を見ているのか、どのよう
な商品に興味があるのかを理解できな
いことは、顧客単価の高い宝飾業に
とって大きな損失です」と語る。
　8年前に周大福は店舗で「スマート
トレイ」の運用を開始した。これは
RFIDスキャナーを接客トレイに組み込
んだものだ。
　それぞれの商品にはRFIDタグが付
けられ、この「スマートトレイ」に商品を
載せることで、消費者がどの商品を、ど

のくらいの時間
検討して、またど
の商品と比較検
討したのかと
いったデータを
集積することが
できる。この「ス
マートトレイ」の
導入によって同

社は、消費者が平均的に5つの選択肢
から比較する傾向があることを発見し、
ほとんどの場合では最終的な商品に絞
り込むのに要する時間は20分以下で
あり、多くの場合は最初に気に入った
商品を購入する傾向があることをデー
タから分析している。
　また、この「スマートトレイ」はタブ
レットと接続することが可能で、消費者
が選んだ商品をこの「スマートトレイ」
に置くと、製品の詳細情報が即座にタ
ブレットに表示される。また在庫状況の
確認や、（希望のサイズが）欠品の場合
などには類似したデザインの商品を自
動的に推薦商品として表示することも
可能だ。また、欠品商品に関して生産
ラインから店舗に入荷するまでのスケ
ジュールを提示することも可能だとい
う。この小さな「スマートトレイ」は、店
頭と生産管理部門を直接接続し、販売
員が特定のサイズの在庫をキープした
り、類似デザインの商品を提案すること
に役立つ。
　しかし、この「スマートトレイ」の本当
の効果は、そのインターフェースとデー
タがWeChatやミニプログラムといった

オンラインアプリケーションに接続され
た際に発揮される。

オンラインパラドックスへの
ソリューション

 現在ではオンラインチャネルはほとん
どの小売業にとって必須の選択肢とな
りつつある。しかし一方で、ジュエリー
などのラグジュアリーカテゴリーの多く
の企業にとってECなどのオンライン
チャネルの導入にはまだ障壁があるよ
うに見える。
 ジュエリーのような単価の高いブラン
ドではブランドイメージの維持を非常
に重視しており、ここ数年で爆発的に
増加したECや、ライブコマースはジュ
エリーには適さないと考えるブランドも
少なくない。不適切な戦略や露出でブ
ランドイメージが崩れれば、実店舗で
の売上にも影響を与える可能性がある
からだ。これは言い換えれば、オフライ
ンとオンラインの関係をどのように構築
し、お互いがどのように協調し、補完し
合うかという課題に他ならない。
周大福の2022年会計年度の売上高
は989.38億香港ドル（1.68兆円）と前
年比+41%を記録し、中国本土の周大
福の小売ネットワークは会計年度中に
5,757店舗に達し、1,312の純増と
なっている。注目すべきなのはオンライ
ンセグメントの売上は前年比で
+62.7％となっており総売上の8.6％
を占めている。これは業界平均をはる
かに上回る水準だ。
 先に述べたように8年前より周大福は
「スマートトレイ」を採用したが、同社は
1980年代からコンピュータを利用した
業務管理及び販売分析を行なってお
り、経営陣はデジタルデジタルソリュー
ションへの高い感度を持っている。

　宝飾業界
による業界の
ための国際
ジュエリート
レードショー
として、小売、
卸業を中心と
したプロに
とって効率の
良い商談と買
い付けの場と
なる「ジャパ
ンジュエリー
フェア」が8月
31日～9月2
日に 、東 京
ビッグサイト
で開催され
る。
　期間中、特
設会場では

国内外の業界最新情報をはじめ、販売
戦略など各種情報収集が可能な無料
セミナーが実施される（オンライン聴講
はない）。

　日本ジュエリーデザイナー協会
（JJDA）主催セミ
ナーとして、8月31
日13時からは、秋
田公立美術大学
の教授、安藤康
裕氏による『－銀
線細工－後世に
継承したい伝統
技術の技法と魅
力にせまる』が実施される。
　秋田の伝統的工芸品である銀線細
工は、純銀を使用した『白上げ』を特徴
とする装飾技法。ジュエリーの他にも
置物や額物などのバリエーションが存
在する。同講演ではその歴史や作品例
を紹介すると
共に、現状やこ
れからの可能
性についての
話が聴ける。

　日本ジュエリー協会（JJA）主催セミ
ナーとして9月2日14時30分からは、七
宝作家／文化学園大学教授の春田幸
彦氏による『現代アート 新しい有線七
宝の世界』が実施される。

　 春 田 氏 は 、
2017年に開催さ
れた＜驚異の超絶
技巧！明治工芸か
ら現代アートへ＞
で明治作家に並
んで現代の七宝

作家の代表として選ばれた。その作品
は七宝の常識を超える立体的で複雑
な色合いの作品だった。ロンドンのヴィ
クトリア・アンド・アルバートミュージア
ムにも同系統の作品が所蔵されてい
る。作品の発想から制作工程について

エピソードを交えながらの話が
聴ける。

　なお、9月2日の11時からは、
ダイヤモンド・フォー・ピース代
表理事の村上千恵氏による
『ジュエリービジネスにおける
SDGｓ取り組みのヒント』が実
施される。

　そもそもSDGsって何！？自社の事業
にどう関係があるの！？と思っている人
たちにSDGsとは何かを紐解き、ジュエ
リービジネスにおけるSDGs取り組み
のヒントを伝える。

　ジュエリー

コーディネーター
の接客技術を競う
コンテストが3年ぶ
りに9月1日13時か
ら実施される。審査

には観客も加わるので直接会場へ。そ

の後の14時40分からのトークショー
では、日本のジュエリーの良さや接客
の際に気をつける点など幅広く楽しい
内容を語る予定。15時20分からの表
彰式にもJCアンバサダーのアンミカさ
んがプレゼンターとして出演する。

9月1日13時～
JC接客コンテストと
アンミカのトークショー

「周大福」が推進するジュエリーのDXとは
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